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● researchmapとは    

 

● サマリー       

 

● お使いいただくメリット     

 

● 収録数、登録対象者 

 

● 歴史、統計情報者編 

 

rmapとは 



rmapとは 
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researchmapとは（１） 

http://researchmap.jp/  



researchmapとは（２） rmapとは 

● 日本の研究者総覧DB。国内の研究者情報の分散・非効率性を解消し一元管理を     

 目指す 
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● 大学・研究機関の研究者総覧や業績管理システム構築をサポート。 

● 運営主体は科学技術振興機構（JST）。JSTからの委託によりシステムの研究  

 開発を情報・システム研究機構(ROIS)国立情報学研究所（NII）が実施 

マイポータル 

TOP画面 



researchmap 

とは（３） 

rmapとは 
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マイポータル 

通称等の別名を 

登録可能 



researchmap 

とは（４） 

rmapとは 
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マイポータル 

全文へのリンク可能 



お使いいただくメリット rmapとは 

機関にとって 

● 研究者の業績をより幅広く把握  

● 研究者総覧の構築・維持管理コストの削減にむけて 
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研究者にとって 

● 業績情報の管理を一元化、負担を軽減 

● 登録した業績情報は、申請書や履歴書の作成に利用できる 

信頼性  

24万人を超える 

研究者が利用 

国内最大級の 

研究者データベース 

無料で 

利用できる 



登録対象者 rmapとは 

● 日本国内で研究活動を行っている研究者、 

  海外で研究活動を行っている日本人研究者 
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● 研究支援者 

● 博士課程の学生 



歴   史 rmapとは 
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年 月 日 内    容 
平成10年8月1日 ［ReaD］JSTが提供開始 

平成14年度 

［ReaD］文部科学省国立情報学研究所が実施してきた「大学等の研究活動を総覧するデータベース構築のための調査」および「学術研究活動に関する調査」を引き継ぐ 平成21年4月 ［Researchmap］NIIが提供開始 

平成21年度 

［ReaD］JSTは、研究機関情報、研究者情報、研究課題情報の日本語詳細画面をJ-GLOBAL（科学技術総合リンクセンター）上で表示開始 

平成23年11月1日 

［ReaD&Researchmap］JSTとNIIは、研究者情報の登録・更新システムとして、ReaDとResearchmapを統合したReaD&Researchmapを提供開始。 平成26年4月1日 ［researchmap］ReaD&Researchmapはresearchmapに名称を変更。 

年 月 日 内   容 

平成10年8月1日 ［ReaD］JSTが提供開始 

平成14年度 ［ReaD］文部科学省国立情報学研究所が実施してきた「大学等の研究活動を

総覧するデータベース構築のための調査」および「学術研究活動に関する調

査」を引き継ぐ 

平成21年4月 ［Researchmap］NIIが提供開始 

平成21年度 ［ReaD］JSTは、研究機関情報、研究者情報、研究課題情報の日本語詳細画

面をJ-GLOBAL（科学技術総合リンクセンター）上で表示開始 

平成23年11月1日 ［ReaD&Researchmap］JSTとNIIは、研究者情報の登録・更新システムとし

て、ReaDとResearchmapを統合したReaD&Researchmapを提供開始。 

平成26年4月1日 ［researchmap］ReaD&Researchmapはresearchmapに名称を変更。 



rmapとは 
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登録研究者数 

247,773人 

（H28年4月時点） 

H23年度 

3月末 

211,206

225,868
232,728

240,445

247,773

190,000

210,000

230,000

250,000

登録研究者数の推移

100,000 

統計情報1 

0 

H24年度 

3月末 

H25年度 

3月末 

H26年度 

3月末 

H27年度 

3月末 



rmapとは 
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約57,000人 （H27年度） ● 登録情報更新者数 

約19,000,000pv/年 （H26年度）  ● マイポータルへのアクセス数 

約25,100,000pv/年 （H27年度）  

マイポータル：各研究者のページ 

統計情報2 



統計情報3（登録状況） rmapとは 
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年 月 日 内    容 
平成10年8月1日 ［ReaD］JSTが提供開始 

平成14年度 

［ReaD］文部科学省国立情報学研究所が実施してきた「大学等の研究活動を総覧するデータベース構築のための調査」および「学術研究活動に関する調査」を引き継ぐ 平成21年4月 ［Researchmap］NIIが提供開始 

平成21年度 

［ReaD］JSTは、研究機関情報、研究者情報、研究課題情報の日本語詳細画面をJ-GLOBAL（科学技術総合リンクセンター）上で表示開始 

平成23年11月1日 

［ReaD&Researchmap］JSTとNIIは、研究者情報の登録・更新システムとして、ReaDとResearchmapを統合したReaD&Researchmapを提供開始。 平成26年4月1日 ［researchmap］ReaD&Researchmapはresearchmapに名称を変更。 

# 項目 登録率 登録者の 
平均登録数 

1 氏名 100% 1 

2 所属機関名 99.5% 1 

3 研究キーワード 65.5% 5.7 

4 研究分野 68.4% 3.3 

5 経歴 46.1% 6.1 

6 学歴 64.3% 3.3 

7 受賞 20.7% 3.5 

8 委員歴 26% 5.5 

9 書籍等出版物 39.9% 9.6 

10 MISC 62.7% 46.2  

11 論文 18,1% 53 

12 講演・口頭発表 21.4% 52.9  

 # 項目 登録率 登録者の 
平均登録数 

13 担当経験のある科目 5.5% 12.2  

14 所属学協会 63.6% 5.5  

15 Works 20.7% 10.6  

16 
競争的資金等の 

研究課題 
69.6% 4.3 

17 特許 5.8% 8.3  

18 社会貢献 0.9% 8.8 

19 その他 2.8% 4.5  

20 学位 63.2% - 

21 
性別を 

明らかにしている人 
81.6% 

（登録者全体に 

占める男女比） 

男66.8%  

女14.7% 

平成28年2月時点 

注）ReaDの論文に登録されていたものをMISCに移行したため、
MISCの登録率が高い 

平成28年2月時点 
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● researchmapの利用方法 

 

● 利用方法 

 

● 他システムとの連携 

 

● 活用事例 

研究者編 



researchmapの利用方法 

研究者自身による登録・更新 

● Webインターフェース 

● 4通りの初期登録方法 
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研究機関による一括登録・更新 

● Webインターフェースで研究機関担当者がアップロード、夜間更新 

研究機関による 

一括登録・更新 

研究者自身による 

登録・更新 

研究者編 



一括登録・更新を実施している機関 
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研究者編 

※実施機関の中で
同意いただいた機関
のみ掲載していま
す。 

国立大学 公立大学 高等専門学校

小樽商科大学

東北大学
山形大学

茨城大学 横浜市立大学 埼玉医科大学 東京都市大学
筑波大学 千葉工業大学 立教大学
群馬大学 和洋女子大学 立正大学
お茶の水女子大学 慶應義塾大学 亜細亜大学
東京学芸大学 国士舘大学 国際基督教大学
東京農工大学 上智大学 玉川大学
電気通信大学 専修大学 東京女子体育大学
横浜国立大学 中央大学 武蔵野大学

東京電機大学 明星大学
東京理科大学 創価大学
日本大学 日本大学短期大学部
日本女子大学 亜細亜大学短期大学部

金沢大学 金沢工業大学 諏訪東京理科大学
福井大学 金沢医科大学 日本福祉大学
愛知教育大学

滋賀大学 京都産業大学 龍谷大学
神戸大学 同志社大学 大阪経済大学
奈良女子大学 佛教大学 大阪産業大学
滋賀医科大学 立命館大学 関西大学

岡山大学 広島市立大学

香川大学
高知大学

九州工業大学 宮崎大学 中村学園大学 立命館アジア太平洋大学
熊本大学 琉球大学 福岡大学 中村学園大学短期大学部

　九州地方

私立大学

山口東京理科大学

　中国地方

　四国地方

　中部地方

金沢工業高等専門学校

　近畿地方

　北海道地方

　東北地方

福島県立医科大学

　関東地方
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利用方法 -業績のフィード-    研究者編 

● 業績情報の登録時に、外部DBの利用が可能 

 

● 利用できる外部DB 

Amazon、ArXiv、CiNii（article,books）、DBLP、 e-Rad、J-GLOBAL、KAKEN、 

ORCID、PubMed 、Scopus、医中誌Web 
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利用方法 -業績のフィード-    研究者編 

研究者の方は、 

・検索結果を確認して 

・チェックを入れて「決定」ボタンをクリック 
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他システムとの連携   研究者編 

● e-Rad 

 

 
● H25年1月15日より連携開始 

 

● e-Rad申請時にresearchmapに登録済みの業績情報を利用することができる 

 

● e-Radに新規登録した業績情報をresearchmapに取り込むことができる 

 

● e-Radに登録している所属情報変更時に、researchmapの所属情報も変更することができる  

※JSTのファンド管理においてresearchmapの研究者情報を利用 
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他システムとの連携   研究者編 

● JREC-IN Portal 

 

 

 

● 平成26年10月より連携開始 

● researchmapでJREC-IN Portalの 

 公募情報を閲覧可能 

 

 

 

● 研究分野や勤務地、職種、勤務形態、 

  任期、機関種別、機関名を絞り込んだ 

  公募情報を閲覧可能 

● JREC-IN Portalで履歴書を入力する際に

researchmapの業績データ等を取り込み可能。 
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他システムとの連携   研究者編 

● 博士人材データベース 

 

 

 

● 科学技術・学術政策研究所（NISTEP）が提供する博士課程修了者の属性や、終了後の継続的  

  なキャリアを追跡する情報基盤「博士人材データベース」との連携（現在検討中）。 

● researchmapに登録された情報は、機関でも利用可能 

 

● シングルサインオン機能 

 
● H24年5月より学術認証フェデレーションにアイデンティティプロバイダー（IdP）として 

 参加する機関の認証によるシングルサインオンが可能になった。 

● 81 IdPとのシングルサインオンが可能 
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他システムとの連携   研究者編 

● J-GLOBAL 

 

 

 

● researchmapの 

  研究者情報は、 

  J-GLOBALでも 

 表示 

● J-GLOBALとは、 

 これまで個別に 

 存在していた 

 科学技術情報を 

 つなぎ、 

 発想を支援する 

 JSTのサービス 
http://jglobal . jst .go.jp/  
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他システムとの連携   研究者編 

● 羽ばたけ日本の女性研究者 

 

 

 

● 大学共同利用機 

  関法人情報・シ

ス   

   テム研究機構が 

   提供する日本の 

   女性研究者総覧 

● 性別を「女性」、   

  「公開」設定に 

  した場合に表示 

http://women.rois.ac.jp/  



データの活用 機  関  編 

● researchmapをマスターデータとして使用する大学の増加 

24 

 ① 研究者情報を自機関のDBに取り込み、研究者総覧として整備 

 

 ② 自機関ではDBを持たず、リンクを貼って利用 

いずれの形でも、researchmapと連携して情報を利用可能 



R大学 研究者総覧① 

A学部 

  B学科 

 

・科学 花子 

 論文１ 

 論文２ 

データの活用（具体例） 機  関  編 

● ① 研究者情報を自機関のDBに取り込み、研究者総覧として整備 
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● ② 自機関ではDBを持たず、リンクを貼って利用 

APIでデータ
取りこみ 

R大学 研究者総覧② 

A学部 

  B学科 

 

・科学 花子 

                 氏名：科学 花子 

                 所属：R大学 

                 部署：A学部B学科 

 論文１ 

 論文２ 

この部分の文字列は個人によって異なる 

リンク先：http://researchmap.jp/XXXXXX 

リンク 

研究者 



データの活用 機  関  編 

● 学校教育法施行規則 
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● 公募の際に、履歴書と業績リストの代用として、researchmapのURLの 

 提出で選考している機関がある 

「教育研究活動等の状況についての情報を公表するものとする」 

 

 文部科学省より、researchmapを利用した情報の公開でも良いとの見解を得てい
る 
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問い合わせ先  

JSTサービス支援センター（researchmap担当）までお問い合わせ下さい

https://researchmap.jp/public/inquiry/ 

参 考 

お問い合わせ 

利用マニュアル 


